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選
勝
負
と
な
り
仙
台
地
本
が

秋
田
・
東
京
Ａ
を
く
だ
し
ブ

ロ
ッ
ク
２
位
が
確
定
、
３
位

決
定
戦
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

東
京
Ｂ（
神
奈
川
）・
長
野
・

新
潟
・
高
崎
・
千
葉
地
本
、

５
チ
ー
ム

の

戦

い

は
、

長

野
・
高
崎

が
２
勝
で

並
び
、
２

チ
ー
ム
に

よ
る
順
位

決
定
抽
選

と
な
り
ま

し
た
。
結

果
、
８
対

①

　

盛
岡
・
仙
台
・
東
京
Ａ
（
八

王
子
）・
秋
田
・
水
戸
地
本
、

５
チ
ー
ム
の
戦
い
は
、
２
勝

を
し
た
盛
岡
地
本
チ
ー
ム

　

国
労
東
日
本
は
、
昨
年
の
３
・
11
東
日
本
大
地
震
の
影
響
で
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い

た
第
13
回
軟
式
野
球
大
会
を
５
月
17
・
18
日
の
日
程
で
東
京
・
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
は
２
日
目
の
決
勝
戦
、
三
位
決
定
戦
の
試
合
途
中
に
突
然

の
雷
雨
、
試
合
続
行
不
可
能
で
中
止
と
な
り
、
抽
選
を
制
し
た
長
野
地
本
が
運
を
引
き

寄
せ
３
大
会
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
結
果
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

　

本
紙
は
、
２
面
に
国
労
が
初
め
て
開
催
し
た
「
助
役
試
験
合
格
者
交
流
会
」、
北
茨

木
市
で
開
催
し
た
「
国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

が
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
で
決
勝
に

進
出
し
ま
し
た
。
２
位
は
１

勝
１
敗
で

並
ん
だ
仙

台
・
秋
田
・

東
京
Ａ
に

よ
る
三
つ

巴
の
順
位

決
定
、
抽

１
で
長
野
地
本
が
勝
利
し
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
で
決
勝
戦
へ
！

敗
れ
た
高
崎
地
本
は
ブ
ロ
ッ

ク
２
位
が
確
定
し
３
位
決
定

戦
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
３
位
の
仙
台
地

本
と
、
前
回
大
会
優

勝
の
高
崎
地
本
に
よ

る
強
豪
同
士
の
戦
い

は
、
１
対
４
で
迎
え
た
４
回

表
高
崎
の
攻
撃
、
１
点
を
入

れ
２
対
４
と
反
撃
途
中
に
突

然
の
雷
雨
で
中
止
、
勝
負
は

抽
選
で
の
再
試
合
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
、
５
対
４
で
高

崎
が
勝
利
し
前
回
大
会
優
勝

の
意
地
を
見
せ
ま
し
た
。

　

初
優
勝
を
狙
う
盛
岡
地
本

と
、
抽
選
勝
利
で
勢
い
に
乗

る
長
野
地
本
に
よ
る
戦
い

は
、
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い

白
熱
の
展
開
。
両
投
手
一
歩

も
譲
ら
ず
０
対
０
の
ま
ま
４

回
の
裏
ま
で
進
み
突
然
の
雷

雨
で
試
合
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
抽
選
に
よ
る
再
試
合

は
、
４
対
５
で
長
野
地
本
が

僅
差
で
勝
利
を
お
さ
め
、
３

大
会
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
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国
労
東
日
本
本
部
は
４
月

21
日
、
さ
い
た
ま
市
に
於
い

て
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

る
「
助
役
試
験
合
格
者
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
交

流
会
に
先
立
ち
高
野
委
員
長

は
「
２
０
０
６
年
の
一
括
和

解
直
後
に
は
主
任
者
交
流
会

な
ど
を
行
い
意
思
統
一
を
し

て
き
た
。
昨
年
度
か
ら
各
地

　

国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
は
、
水
戸
地
本
が
担
当

し
、
長
野
・
高
崎
・
水
戸
・
千

葉
、
東
京
の
各
地
方
本
部
所
属

の
国
労
議
員
が
16
名
参
加
し

ま
し
た
。
国
労
か
ら
は
各
地
本

の
役
員
、
東
日
本
本
部
か
ら
委

員
長
な
ど
三
役
、
国
労
本
部
書

記
長
の
出
席
も
い
た
だ
き
、
全

体
で
28
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

佐
藤
洋
二
議
員
団
長
（
東

京
・
日
野
市
議
）
の
挨
拶
、

東
日
本
本
部
高
野
委
員
長
の

挨
拶
を
受
け
、
本
部
書
記
長

よ
り
、「
JR
不
採
用
問
題
」
の

解
決
経
過
、「
東
日
本
大
震

災
」
に
お
け
る
国
労
の
対
応
、

整
備
新
幹
線
と
並
行
在
来
線

問
題
及
び
三
島
貨
物
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
、

東
日
本
本
部
書
記
長
よ
り「
東

方
に
助
役
合
格
者
も
増
え
今

日
の
交
流
会
と
な
っ
た
。
不

安
も
あ
る
と
思
う
が
忌
憚
な

く
問
題
を
出
し
て
ほ
し
い
。」

と
、
参
加
者
に
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
松
井
書
記
長
が

交
流
会
を
進
め
る
に
あ
た
り

提
起
を
行
い
、
と
り
わ
け
人

事
賃
金
制
度
見
直
し
後
の
将

来
像
に
つ
い
て
、「
職

場
の
中
で
は
勝
ち
組
・

負
け
組
が
よ
り
鮮
明
に

な
る
。
組
織
は
人
づ
く

り
で
あ
り
決
し
て
落
ち

こ
ぼ
れ
を
作
っ
て
は
い

け
な
い
。
国
労
は
一
人

ひ
と
り
の
目
線
に
立
っ

て
運
動
を
進
め
た
い
。」

と
、
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自

分
が
主
任
職
試
験
を
受

験
し
て
い
た
こ
ろ
と
比

べ
る
と
会
社
の
対
応
や

雰
囲
気
も
ず
い
ぶ
ん
変

わ
っ
た
。」「
分
会
と
し

て
昇
進
差
別
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
ど

う
せ
受
け
て
も
・
・
こ

の
ム
ー
ド
を
変
え
よ
う

と
受
験
し
て
き
た
。
制

度
が
あ
る
以
上
受
験
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。」「
職
場
は
契
約
社

日
本
大
震
災
」
で
の
常
磐
線

な
ど
JR
不
通
区
間
問
題
、
JR

職
場
に
お
け
る
諸
問
題
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

報
告
に
対
し
て
の
質
疑
を

行
い
、
そ
の
後
、
各
議
員
か

ら
活
動
報
告
や
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、

震
災
対
策
や
「
脱
原
発
」
の

取
り
組
み
、
福
島
原
発
事
故

に
対
す
る
問
題
点
や
各
自
治

体
の
取
り
組
み
、
JR
の
安
全

対
策
や
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
、
鉄
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
年
は
千
葉
地
本

管
内
で
の
開
催
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
北

茨
城
市
大
津
港
の

津
波
被
害
の
実
態

と
復
旧
状
況
の
現

地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
大
津
波
で

流
さ
れ
た
た
め
、

仮
の
事
務
所
で
あ

る
大
津
港
漁
業
組

合
に
行
き
、
組
合

長
か
ら
現
在
の
状

況
を
聞
き
、
そ
の

後
、
担
当
か
ら
３

員
が
多
く
技
術
継
承
に
問
題

が
あ
る
。」
な
ど
、
和
解
前

後
の
試
験
を
巡
る
当
時
の
状

況
と
現
在
の
比
較
か
ら
、
今

の
職
場
の
問
題
点
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
意
見
・
感
想
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
社
が
進
め
る
「
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
」
か
ら
の
脱
却
の

動
き
の
中
で
「
会
社
目
線
」

の
社
員
づ
く
り
と
主
務
職
の

位
置
付
け
が
一
体
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、「
労

働
者
目
線
」
を
も
っ
た
国
労

組
合
員
の
主
務
職
が
活
躍
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

会
社
の
行
き
す
ぎ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
国
労
の
役
割
は
一
層
重

要
と
言
え
ま
す
。

　

交
流
会
は
、
東
日
本
に
対

す
る
要
請
・
質
問
に
つ
い
て

答
え
た
後
に
、
松
井
書
記
長

が
「
一
括
和
解
以
降
出
来
て

い
る
物
と
出
来
て
い
な
い
物

の
二
つ
を
抱
え
て
い
る
の
が

今
の
国
労
の
現
状
。
今
こ
そ

混
在
し
て
い
る
物
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
皆
で
決
め
合
い

た
い
。
今
後
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
含
め
て
共
有
し
一
歩
一

歩
前
に
進
め
た
い
。」
と
ま

と
め
、
交
流
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

月
11
日
の
地
震
発
生
と
数
波
に

亘
っ
た
大
津
波
の
襲
来
の
す
さ

ま
じ
い
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

 　

そ
の
後
、
小
雨
が
降
る
中

を
、
海
岸
や
港
、
市
場
や
船

着
き
場
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
４
０
０
日
が
経
過

し
て
い
る
の
に
、
ガ
レ
キ
は

撤
去
さ
れ
て
い
て
も
、
港
や

魚
市
場
の
機
能
は
全
く
復
旧

さ
れ
ず
、
地
盤
も
最
大
1.5
ｍ

沈
下
し
、
今
後
３
～
５
年
か

け
て
復
興
に
取
り
組
む
と
の

事
で
し
た
。あ
ら
た
め
て
、「
東

日
本
大
震
災
」
の
被
害
の
大

き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
早

急
な
復
興
を
支
援
し
ま
す
。

　

国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ　

 

　

 

ク
事
務
局
長　

河
野
達
男


